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国内学会発表 30 冨⽥ 茂樹, ⿃⼭ 茜, 佐伯 春美, 泉 浩, ⼋尾 隆史, ⻑尾 俊孝, 異型度の異なる類表⽪癌の2例, 第110回⽇本病理学会総会, 東京, 2021年4⽉22⽇〜24⽇

国内学会発表 31 冨⽥ 茂樹, ⿃⼭ 茜, 佐伯 春美, 泉 浩, ⼋尾 隆史, 廣瀬 隆則, 藤盛 孝博, 胃濾胞樹状細胞⾁腫の1例, 第110回⽇本病理学会総会, 東京, 2021年4⽉22⽇〜24⽇

国内学会発表 32 北村 由依⼦, ⽊村 有太⼦, ⾦⼦ ⾼英, ⾼森 建⼆, 須賀 康, 岩崎 裕幸, ⾼原 久嗣, 林野 久紀, 泉 浩, 冨⽥ 茂樹, ⼿指、⾜趾を中⼼に多発性の痛⾵結節を⽣じた1例, 第120回⽇本⽪膚
科学会総会，横浜, 2021年6⽉10⽇

国内学会発表 33 ⾯ ⼤地, 奥永 ⼀成, ⽊村 真依⼦, 牧野 慎市, ⾠元 為仁, 相澤 昌史, 冨⽥ 茂樹, 淺沼 克彦, Castleman病治療中にネフローゼ症候群を⽣じ、トシリズマブで寛解を得た1例，第51回⽇本腎
臓学会東部学術⼤会，オンデマンド配信　2021年10⽉21⽇〜11⽉10⽇

国内学会発表 34 林 ⼤久⽣、岸川 さつき、齋藤 剛、⼋尾 隆史、浸潤性粘液性肺腺癌の本体、第110回病理学会総会、東京、2021年4⽉22⽇

国内学会発表 35 濱⼝ 翔, 鈴⽊ 仁, 吉⽥ 舞⼦, 岩崎 雅⼦, 福⽥ 裕光, ⾼原 久嗣, 冨⽥ 茂樹, 鈴⽊ 祐介, PR3-ANCA陽性の多剤抵抗性好酸球性多発⾎管炎性⾁芽腫症の⼀例, 第51回⽇本腎臓学会東
部学術⼤会　オンライン開催　2021年9⽉25⽇

国内学会発表 36 濱⼝ 翔, 鈴⽊ 仁, 吉⽥ 舞⼦, 岩崎 雅⼦, 福⽥ 裕光, ⾼原 久嗣, 冨⽥ 茂樹, 鈴⽊ 祐介，⾼齢SLE症例でANCA関連⾎管炎を合併した⼀例，第51回⽇本腎臓学会東部学術⼤会　オンライ
ン開催　2021年9⽉25⽇

国内学会発表 37 ⼋尾隆史．臨床医が知っておくべき病理診断学，第101回⽇本消化器内視鏡学会総会，広島，2021年5⽉16⽇



国内学会発表 38 ⼋尾隆史．消化管瘍のWHO分類（第５版）における重要な改訂点と問題，第67回⽇本病理学会秋期特別総会，岡⼭，2021年11⽉5⽇

国内学会発表 39 内⽥ ⼠朗, 兒島 孝明, 杉野 隆. ERBB2変異乳癌の病理学的特徴とTMB、TILsとの関連　in silico study. 第110回⽇本病理学会総会, 東京, 2021年４⽉22⽇〜24⽇

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 順天堂⼤学⾼校⽣セミナー（基礎研究医養成活性化プログラム「福島関東病理法医連携プログラム『つなぐ』」の共催）　講演『病理診断を体感しよう︕』　東京・順天堂⼤学 2021年9⽉12⽇

特別講演・
招待講演 1 福村由紀. 胆道上⽪内腫瘍と細胞診をめぐる問題　胆道腫瘍の遺伝⼦異常　胆道上⽪内腫瘍を中⼼に. 第60回⽇本臨床細胞学会 シンポジウム, ⽶⼦, ⿃取, 2021.

特別講演・
招待講演 2 福村由紀. 胆管内乳頭状腫瘍IPNBを理解する　概念、病態、分類. 第62回⽇本臨床細胞学会シンポジウム, 幕張, 千葉, 2021.

特別講演・
招待講演 3 福村由紀. Intraductal papillary neoplasm of bile duct　(IPNB) ; 腫瘍の組織像、免疫染⾊性、分⼦⽣物学. 中⽇友好医院病理学オンライン学術交流会　2021

特別講演・
招待講演 4 福村由紀. 胆膵領域の前がん病変（病理）. 病理学研究医育成プロジェクト 2021  in やまなし, 2021.

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 経済産業省『未来の教室』STEAMライブラリー事業採択　「おしゃべり病理医のMEdit Lab－医学にまつわるココロ・カラダ・コトバワーク」2021年11⽉


